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寿都町「住民深く分断」

隣に泊原発神意内村「反対には勇気がいる」

白い髪にも黒い髪にも
薄毛にはブラック処方
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丘離京動感分配合，
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臆
易
し
恐
　
　
　
轡
躍
園
詔
書
は
漢
音
と
な
っ
て
鳥
。
＋
湊
憎
暢

ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
大
麻
草
（
愛
知
県
暫
提
供
）

摘
発
者
数
で
見
る
と
、
若
者
の
増
加

々
増
加
し
、
一
九
年
は
四
三
〇
・
一
㌔

に
上
っ
た
。
瀬
戸
さ
ん
は
「
自
家
栽
培

に
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」
と
警

告
し
た
。

北
海
道
の
寿
都
町
と
神
恵
内
村
が
相
次

い
で
核
ご
み
最
終
処
分
場
の
調
査
に
手
を

挙
げ
た
。
調
査
に
入
れ
ば
国
内
初
。
と
は

い
え
、
十
万
年
以
上
の
管
理
が
必
要
な
ス

ー
パ
ー
汚
染
物
質
の
持
ち
込
み
へ
の
第
一

歩
だ
け
に
、
反
発
は
強
い
。
反
対
す
る
住

民
が
行
政
に
意
思
を
示
す
手
段
の
一
つ

が
、
住
民
投
票
や
リ
コ
ー
ル
（
解
職
請

求
）
な
ど
直
接
請
求
権
の
行
使
だ
。
寿
都

町
で
は
住
民
投
票
へ
の
動
き
が
具
体
化
。

過
去
に
は
投
票
で
原
発
建
設
が
止
ま
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
今
後
の
動
き
が
注
目
さ

れ
る
。
　
　
（
大
野
孝
志
、
中
山
岳
）

か
つ
て
は
ニ
シ
ン
で
栄
え
、

今
も
漁
業
と
水
産
加
工
が
盛
ん

な
寿
都
町
は
、
秋
サ
ケ
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
た
。
町
の
人
た
ち

は
、
サ
ケ
を
塩
や
酢
に
漬
け
込

ん
で
熟
成
さ
せ
る
飯
寿
副
作
り

や
、
イ
ク
ラ
を
採
る
作
業
に
追

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
町
が
大
問

題
で
揺
れ
て
い
る
。
町
が
核
へ
し

み
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
）
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査

に
応
募
し
た
の
だ
。

核
ご
み
は
約
二
十
秒
で
致
死

量
に
達
す
る
放
射
線
を
発
す
る

物
質
。
応
募
に
反
対
す
る
水
産

加
工
業
者
の
若
手
ら
が
中
心
に

な
っ
て
「
子
と
も
た
ち
に
核
の

ゴ
ミ
の
な
い
寿
都
を
！
　
町
民

の
会
」
を
つ
く
り
、
調
査
を
阻

止
し
よ
う
と
走
り
回
る
。

七
日
に
は
調
査
応
募
の
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制
定

を
求
め
、
有
権
者
二
百
十
四
人

分
の
署
名
を
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
た
。
地
方
自
治
法

は
有
権
者
の
五
十
分
の
一
以
上

の
署
名
で
、
条
例
の
制
定
や
改

廃
を
直
接
請
求
で
き
る
と
定
め

て
い
る
。
寿
都
町
で
必
要
な
署

名
数
は
五
十
一
。
そ
れ
を
大
き

く
超
え
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
片
岡
春
雄
町
長

（
七
一
）
は
翌
八
日
に
応
募
を
表
明

し
、
九
日
に
は
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
（
N
U
M
O
）
に

書
類
を
提
出
。
住
民
の
意
思
を

確
認
せ
ず
応
募
し
た
こ
と
に
な

る
。
片
岡
町
長
は
八
日
の
会
見

で
「
町
が
分
断
さ
れ
る
前
に
判

断
し
た
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い

た。
と
は
い
え
、
応
募
方
針
に
は

す
で
に
強
い
批
判
が
出
て
い

た
。
町
内
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経

営
す
る
槌
谷
和
幸
さ
ん
（
七
－
）
は

「
町
長
は
署
名
を
無
視
し
て
や

り
た
い
放
題
だ
」
と
激
怒
す
る
。

八
月
下
旬
に
は
、
住
民
投
票

の
直
接
請
求
と
は
別
に
町
内
外

七
千
八
百
人
分
の
反
対
署
名
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
反
対
派
の

幸
坂
順
子
町
議
壬
）
は
「
町
内

の
複
数
の
事
業
所
で
、
署
名
す

る
な
と
い
う
圧
力
が
あ
っ
た
と

も
聞
く
」
と
明
か
す
。
そ
れ
で

も
提
出
時
点
で
町
民
署
名
は
六

百
九
十
五
人
分
で
、
今
は
八
百

人
を
超
え
て
い
る
。

今
後
は
、
直
接
請
求
に
よ
る

住
民
投
票
条
例
が
制
定
さ
れ
る

か
ど
う
か
が
焦
点
に
な
る
。
蕃

議
す
る
町
議
会
は
「
ス
ム
ー
ズ

に
行
け
ば
十
一
月
中
に
開
か
れ

る
の
で
は
」
　
（
町
選
管
の
担
当

者
）
と
い
う
見
通
し
。
関
係
者

に
よ
る
と
議
員
は
五
対
四
で
応

募
賛
成
派
が
多
い
。

一
方
、
寿
都
町
か
ら
四
十
㌔

離
れ
た
神
恵
内
村
。
ア
イ
ヌ
語

で
「
カ
ム
イ
・
ナ
イ
（
美
し
い

神
の
沢
）
」
に
由
来
し
た
漁
村

で
も
、
寿
都
町
の
応
募
と
同
じ

九
日
に
高
橋
昌
幸
村
長
乍
○
）
が

文
献
調
査
を
受
け
入
れ
る
と
正

式
表
明
し
た
。
だ
が
、
元
漁
師

の
松
館
勝
治
さ
ん
六
〇
は
「
反

対
署
名
や
住
民
投
票
の
声
は
聞

こ
え
な
い
。
村
長
を
リ
コ
ー
ル

し
た
ら
と
思
う
け
ど
、
寿
都
ほ

ど
盛
り
上
が
っ
て
い
な
い
」
と

語る。背
景
に
は
、
隣
の
泊
村
に
あ

る
北
海
道
電
力
泊
原
発
の
存
在

が
あ
る
。
原
発
の
立
地
村
と
扱

わ
れ
、
交
付
金
は
ピ
ー
ク
時
で

年
四
億
円
に
上
っ
た
。
そ
の
金

を
学
校
の
改
修
や
漁
業
施
設
の

整
備
、
保
育
士
や
消
防
士
の
人

件
費
な
ど
に
充
て
て
き
㌍

村
職
員
O
B
の
松
谷
堅
志
村

議
（
七
も
は
「
漁
業
の
後
継
者
は

育
た
ず
、
原
発
関
連
の
仕
事
に

就
い
て
い
る
人
も
多
い
。
人
口

八
百
人
ほ
ど
の
村
で
隣
近
所
は

親
類
同
然
。
大
き
な
声
で
反
対

と
言
う
の
は
、
か
な
り
勇
気
が

必
要
だ
」
と
明
か
す
。
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住民の力で撤回例も
核のごみの

最終処分場建設までの流れ

L車掌的絹裡崇ツプを鞋」

‾ブ

資料で活断層の有無
などを調査
一等頚躍饗ン

ポーリングなどによ
り地下の岩石や地下
水の性質を分析
で顎躍野’

地下深くに調査施設
を設謹、地質や岩盤
を直接調べる
『固辞申〆

選定過程民意の反映不十分
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処分場選定「国民的議論促し民主的手続きに」
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ロ閉じテープ「ネルネル」は、睡眠時にロが開くのを防ぎ鼻呼吸を促しまも

つくりは単純ですが、いびきのメカニズムをしっかりとらえているので貼る矧ナ

で自然とスムーズな鼻呼吸に。素材は通気性がよく、上下に伸びにくい不織布e

誓雪空も等讐誓空軍誓誓票と碧碧聖日噺画
がある人も中にはありますが、2～3郎酌ナれ1抑れてハガさなくなります

？、鼻で異物を除去し温

掴ます。これに対しロ呼

勤喉を痛めたりしま‾九

．り気道を塞ぎ、呼吸時の
－びさの舌となります。

塾塾脇座i

過
去
に
は
何
度
も
住
民
の
反

対
運
動
や
住
民
投
票
で
、
原
発

や
核
関
連
施
設
の
建
設
が
止
ま

っ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
一
月
、
高
知
県

東
洋
町
が
最
終
処
分
場
の
文
献

調
査
に
応
募
し
た
。
す
る
と
、

住
民
が
猛
反
対
し
、
当
時
の
町

長
は
辞
職
。
同
四
月
の
出
直
し

町
長
選
で
反
対
派
の
新
人
が
当

選
し
、
応
募
は
撤
回
さ
れ
た
。

石
川
県
珠
洲
市
で
は
、
一
九
七

五
年
に
浮
上
し
た
珠
洲
原
発
の

建
設
計
画
に
反
対
す
る
住
民
運

動
が
二
十
八
年
続
き
、
北
陸
電

力
な
ど
電
力
三
社
は
二
〇
〇
三

年
十
二
月
に
計
画
を
演
繹
。
〇

六
年
六
月
の
市
長
選
で
反
対
派

の
候
補
が
当
選
し
た
。

そ
し
て
一
九
九
六
年
の
新
潟

県
巻
町
（
現
新
潟
市
西
蒲

区
）
。
東
北
電
力
の
原
発
計
画

を
住
民
投
票
で
止
め
た
の
だ
。

投
票
結
果
で
は
、
反
対
が
六
割

強
を
占
め
て
い
た
。
住
民
投
票

を
推
進
し
た
市
民
団
体
「
巻
原

発
・
住
民
投
票
を
実
行
す
る

会
」
は
、
中
立
の
立
場
を
強
調

し
、
成
功
に
つ
な
が
っ
た
。
元

代
表
で
、
投
票
時
に
町
長
だ
っ

た
笹
口
孝
明
さ
ん
（
七
二
）
は
「
住

麗
細
・
東
洋
町
　
処
分
場

石
川
・
珠
洲
帯
原
発
諸
国

民
投
票
前
は
賛
否
を
表
明
せ

ず
、
町
民
総
意
で
将
来
の
道
を

選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
投
票

を
広
く
呼
び
掛
け
た
」
と
振
り

返る。町
内
で
は
各
家
庭
に
連
日
、

賛
成
、
反
対
両
派
の
チ
ラ
シ
が

配
ら
れ
た
。
笹
口
さ
ん
は
「
原

発
は
、
町
民
と
そ
の
子
ど
も
や

孫
の
将
来
に
も
関
わ
る
極
め
て

重
要
な
問
題
。
住
民
は
賛
否
に

か
か
わ
ら
ず
幅
広
い
情
報
を
得

た
上
で
投
票
す
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
語
る
。
地
域
の
つ
な
が

り
が
強
く
、
賛
否
分
か
れ
る
問

題
に
口
を
つ
ぐ
む
町
民
が
多
か

っ
た
。
問
題
意
識
が
高
ま
り
、

投
票
日
が
近
づ
き
、
は
っ
き
り

意
見
で
き
る
人
が
増
え
た
。

地
元
の
未
来
に
影
響
す
る
の

は
最
終
処
分
場
も
同
じ
。
な
に

せ
、
核
へ
し
み
は
十
万
年
に
わ
た

り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
。
そ
の
建
設
地
選
定
は
三

段
階
で
進
ん
で
い
く
。

第
一
段
階
は
文
献
調
査
。
寿

都
町
、
神
恵
内
村
は
こ
れ
を
受

け
入
れ
た
。
約
二
年
か
け
て
資

料
で
活
断
層
の
有
無
な
ど
を
調

べ
る
。
第
二
段
階
は
概
要
調

査
。
掘
削
し
て
地
質
や
地
盤
を

調
べ
る
。
期
間
は
約
四
年
。
第

三
段
階
は
地
下
に
調
査
施
設
を

つ
く
っ
て
調
べ
る
精
密
調
査
で

約
十
四
年
か
か
る
。

調
査
を
受
け
入
れ
る
と
、
国

か
ら
自
治
体
に
交
付
金
が
払
わ

れ
る
。
第
一
段
階
で
最
大
二
十

億
円
、
第
二
段
階
で
最
大
七
十

億
円
に
な
る
。
寿
都
町
の
一
般

会
計
予
算
が
五
十
億
円
余
、
神

恵
内
村
が
二
十
億
円
余
だ
か

ら
、
か
な
り
大
き
な
額
だ
。

交
付
金
ほ
し
さ
〃

気
に
な
る
町
長
発
言

気
に
な
る
の
は
、
片
岡
町
長

が
一
日
、
文
献
調
査
は
第
一
段

階
で
「
最
終
処
分
場
受
け
入
れ

ま
で
行
く
話
で
は
な
い
」
と
発

言
し
た
こ
と
。
多
く
の
町
民

は
、
交
付
金
を
も
ら
っ
て
途
中

で
打
ち
切
る
「
も
ら
い
逃
げ
」

を
狙
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ

ん
な
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

「
法
律
上
、
自
治
体
側
が
調

査
を
止
め
ら
れ
る
保
証
は
な

い
」
と
注
意
を
促
す
の
は
北
海

道
弁
護
士
会
連
合
会
の
木
場
知

則
弁
護
士
。
最
終
処
分
法
で

は
、
N
U
M
O
が
文
献
調
査
後

に
、
概
要
調
査
地
区
を
選
ぶ
。

そ
の
際
、
都
道
府
県
知
事
と
市

町
村
長
の
意
見
を
「
十
分
に
尊

重
」
す
る
と
定
め
る
。
だ
が
、

木
場
さ
ん
は
「
自
治
体
の
意
向

を
尊
重
し
た
上
で
N
U
M
O
が

選
定
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
こ
と

は
法
律
の
運
用
で
で
き
る
」
と

語る。尊
重
は
あ
く
ま
で
も
尊
重
。

途
中
で
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
決
ま
り
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
木
場
さ
ん
は
「
自
治
体
が

途
中
で
反
対
し
て
も
、
N
U
M

O
の
懇
意
的
な
判
断
で
次
の
段

階
の
調
査
や
最
終
処
分
場
の
選

定
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
」
と
ー

警
鐘
を
鳴
ら
す
。

で
は
、
最
終
処
分
場
の
選
定

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

龍
谷
大
の
大
島
堅
一
教
授

（
環
撞
経
済
学
）
は
「
今
の
選

定
プ
ロ
セ
ス
は
、
住
民
の
意
見

を
十
分
に
反
映
で
き
な
い
。
地

層
処
分
の
安
全
基
準
す
ら
定
ま

っ
て
お
ら
ず
、
科
学
的
知
見
を

十
分
に
取
り
入
れ
て
い
な
い
問

題
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

住
民
間
の
分
断
が
激
し
く
な

り
、
い
ず
れ
失
敗
す
る
だ
ろ

う
」
と
切
り
捨
て
る
。

そ
し
て
大
島
さ
ん
は
「
交
付

金
を
使
っ
て
事
業
者
が
選
定
を

進
め
る
や
り
方
を
根
本
的
に
改

め
、
国
が
国
民
的
な
議
論
を
促

し
て
民
主
的
な
手
続
き
に
作
り

直
す
し
か
な
い
」
と
唱
え
る
。


